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ニュース項目

■NTT 東西、法人向けフレッツフォンの販売開始

フレッツフォンVP1500

NTT東日本、NTT西日本は、「Bフレッツ」「フレッツ・光プ

レミアム」、「フレッツ ADSL」を利用している法人ユーザー

向けに、IP テレビ電話端末「フレッツフォン VP1500」を４月

21 日から販売開始。映像や音声等の基本性能の向上や

多地点テレビ会議装置との相互接続性の向上等を図っ

た。 

H.323 方式に準拠、既存のテレビ会議システム端末やテ

レビ会議多地点接続装置との接続も可能なため既存のテ

レビ会議端末との混在会議も行える。最大２Mbps の通信

速度をサポートし、CMOS30 万画素のカメラを、また、エコ

ーキャンセラー、ノイズリダクション機能、高音質スピーカー

を搭載しているためクリアな音声品質を実現している。 

さらに、テレビやプロジェクタに接続可能な AV 入出力端

子を搭載しているので、大きな画面に表示して VP1500 を

使用することも可能。 

その他では、映像付き留守番電話機能を搭載し、不在時

にテレビ電話での着信があった場合でも、相手の音声メッ

セージに加え、映像の保存も可能。

フレッツフォン VP1500 は、システム構築やサービス提供、

製品開発を行う企業からの操作画面のカスタマイズや独自の

アプリケーション・機器との連携を実現したいとの要望に応え

るため、本商品のアプリケーションインターフェイス情報、ソフ

トウエア開発キットなどの技術情報を提供する。

【編集長橋本のコメント】

NTT 東西はこの VP1500 を発売する前は、VP1000 を 2004

年９月に発売。SMAP などの大型スターを起用してテレビや

電車内の広告などコンシューマー向けの大規模なプロモー

ションを行った。

その後は、法人向けにも力を入れ、H.323 との相互接続な

どを確保し、H.323 端末と VP1000 そして多地点接続装置と

の組み合わせによるソリューションも展開しているテレビ会議

販売企業もある。 

つまり、H.323 端末を全ての拠点に入れるにはコストがある

程度かかるため、59,800 円（税抜き）の VP1000 を廉価な

H.323 端末として、既存のテレビ会議システム端末と組み合

わせて導入するという形態。

それにより、今までコスト的に難しかった企業の導入を促進

するという考えがあった。 

■ジャパンメディアシステム、同社ウェブ会議シス 

テムのバージョンアップを発表 

ジャパンメディアシステム株式会社（東京都千代田区）は、

4月16日同社ウェブ会議システム「LiveOn Ver2.10日本語版、

英語版」を発表。 

新バージョンでは、（１）会議室の参加者数の種別を追加。

従来の 10 人、15 人、20 人に加え、2 人、4 人、6 人、8 人の

選択を追加。（２）映像画面の機能追加。映像画面に自動調
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整機能、一括ポップアップ機能を追加。（３）ホワイトボード

の機能追加。Jpg や bmp など合計 32 種類の画像ファイル

を読み込む機能を追加。（４）資料共有の修正。強制表示、

ページ同期を修正。（５）再入室時の修正。「Windows

Installer3.1」がインストールされていると再入室ができなか

ったが、入室できるように修正。（６）Proxy サーバーの認証

方法の追加。統合 Windows 認証への対応を追加。 

Live On 

ジャパンメディアシステムのウェブ会議システムをサービ

スプラットフォームとして利用している株式会社モーラネット

（ 東 京都 港区 ） の ウ ェブ会 議 サ ー ビス 「 MORA Video  

Conference」も同じくバージョンアップを発表している。

MORA Video Conference Ver2.10。バージョンアップは両

社とも無償にて行う。 

■NTT ファネットシステムズ、NTT 東西フレッツ

フォンを利用し、多拠点間テレビ会議を実現す

る映像合成装置を発売

NTT ファネットシステムズ株式会社（東京都新宿区）は、

NTT 東西フレッツフォンを利用し、多拠点間テレビ会議を

実現する映像合成装置「テレ会議 Micsys（ミクシス）

VC300」を３月１日発売。 

「テレ会議 Micsys（ミクシス）VC300」は、１台で最大５拠点
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間のテレビ会議を実現する映像合成装置（映像合成と分割

は４拠点。）

ミクシスは、MicsysVC300 本体と、NTT 東日本、NTT 西日

本のフレッツフォン、及び市販の音声ミキサとの組み合わせ

でテレビ会議を可能とするシステム。 

MicsysVC300 は、設置が簡単で操作はリモコンで可能。テ

レ会議 Micsys の設置は、フレッツフォンと周辺機器をケーブ

ルで接続するだけ。ラックに収納すれば場所をとらずオフィス

にすっきりと配置できる。画面操作は、PC を使うことなくリモコ

ンで可能。１～７のボタン操作で、拠点毎の映像と４拠点分割

映像を選択できる。 

B フレッツとフレッツフォンとを組み合わせれば通信帯域は、

各拠点２Mbps なので高画質のテレビ会議が可能。また、

FOMA からもテレビ会議に参加できる。 

価格は、134 万 4000  円（消費税込み）。サイズは、

W430xH70ｘD280。映像出力端子は、NTSC Composite OUT

を６、映像入出力端子は、NTSC Composite IN x 6 ある。消費

電力は、15W。 

■日立ソフト、インタラクティブホワイトボード

の販売開始、データー機能で遠隔地との会議も。 

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社（東京都品川

区）は、インタラクティブホワイトボード「StarBoard（スターボー

ド）のフロントタイプ３機種「FX-63（小会議室 63 型）/FX-77

（会議室教室向け 77 型）/FX-82（会議室・教室向け 82 型）」

を開発、欧州にて先行販売していたが、４月より日本、北米な

どワールドワイドに向けて販売を開始する。

専用電子ペンを使い、標準機能であるデーター共有機能

を使えば、遠隔地との会議が行える。Bluetooth（ブルートゥー

ス）方式接続により Starboard とパソコン接続時の配線の手間

を省く。また、新ページの追加、PC 操作モードに移行など、

アプリケーションで使用頻度の高い機能をショートカットにで

きるボタンを本体に配置。 

FX-77 は、専用のロールシートを使えば従来のホワイトボ

ードとしても使える。 
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FX-82 では、ワイド表示対応の液晶プロジェクタと組み

合わせることで大きな画面での表示が行える。 

また、製品の販売に併せて、付属するソフトウエア

（StarBoard Software 7.0）もコンテンツ作成機能やプレゼン

テーション機能を強化した。 

コンテンツ作成機能では、StarBoard Software のドキュメ

ント状で、テキストだけでなく、クリップアートなど任意のオ

ブジェクトに対してリンクを設定できるようになり、インタラク

ティブなコンテンツを作成する機能がある。たとえばクリップ

アートに音声ファイルのダブルクリックへのリンクを設定する

ことが出来る。

StarBoard 上でのプレゼンテーション機能の向上の面で

は、StarBoard Software の機能のひとつである「スライドショ

ー使用者向け」組み込みプロファイルに、ペンで画面にタ

ッチすると矢印が表示されるポイント強調機能やプレゼン

テーションや発表で有効なレーザーポインタペンを使った

際にも線や図形を認識して自動的に整形する機能が追加。

よりわかりやすくプレゼンテーションが出来るようになる。 

価格は、FX-63 は、207,900 円（税込み、以下同）。

FX-77 は、249,900 円、FX-82 は、323,400 円。 

■Videoconferencing Insight ニュース(2006 年

3 月 22 日-27 日号掲載分)： 

シスコ、テレプレゼンスセンターを２０カ所に

設置、ユニファイドコミュニケーションを社員

が活用することにより 2007 年には社内出張旅

費を 20%カット目指す。

シスコシステムズの社長兼 CEO ジョンチェインバース氏

は、過去数週間の間に VON や Partner Summit のイベント

において、映像コミュニケーションについて数多くの機会で

語ってきた。チェインバース氏は、テレビ会議やビデオオン

ディマンドに言及しながら「映像コミュニケーションは、今あ

るツールの中でもっとも効率的なコミュニケーション方法で

あると思う。」と言うが、必ずしもテレビ会議だけというわけで

はなく、その他の多様なコミュニケーション方法と併用しな

がら活用されていくと考えている。 

チェインバース氏は、「自分は１分間に 40-50 単語をタイピ

ング（文字入力）できるが、マルチメディアコミュニケーションツ

ールを使えば、１分当たり 200 の単語が言える。」と冗談を言

う。 

今回のチェインバース氏の発言に関する正式なプレス発表

はリリースされていないが、彼の発言を聞いた記者などジャー

ナリストが言うには、シスコとしては、2006 年の終わり頃に“大

規模に”テレビ会議システムの販売を開始するという。どのく

らいの大規模なのかはよくわからないが、記者などジャーナリ

ストによると、ジョンチェインバース氏は“そのように言った”と

いう。 

そしてチェインバース氏が加えて言うには、社員がユニファ

イドコミュニケーションをどんどん活用していくようにしていくと

いう。そうすることにより、2007年には、社員の出張旅費を20%

削減できると考えているからだ。そのために、チェインバース

氏は、今年中に 20 カ所にテレプレゼンスセンターの設置と稼

働 を 開 始 す る 予 定 。 （ 情 報 出 典 ： Wainhouse Research  

Bulletin） 

チェインバース氏は、さらに、その“テレプレゼンス”とは一体

何なのかについて暗に示した。そのテレプレゼンスのポイント

とは、等身大の人を本当にそこにいるかのような印象を与え

る（Lifelike、ライフサイズ）テレビ会議システムということだ。シ

スコとしては、企業がそういった映像コミュニケーションやビデ

オコンテンツをマネージしたり相手に表示したりするための企

業向けのソフトウエアシステムを近いうちに公に発表すると思

われる。（情報参照：IDG CIO Magazine） 

「そのテレプレゼンスシステムは、ハイデフィニション（高解

像度）を使った高品質な映像と音声技術を活用したもので、

遠隔地のユーザーが部屋のどこから声を発しているのかわか

るような指向性を持つ音声処理を行い、さらに、既存のテレビ

会議システムよりは、ライティング（光のあて方など）などにも

工夫をしたい。」と、シスコの音声技術グループ担当バイスプ

レジデントのドナルドプロクター氏は説明する。それ以上の詳

細については明言を控えたが、シスコとしては、2006 年の後
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半にも発表し、１年程度以内に製品として出荷を開始した

い考えのようだ。（情報出典：IDG CIO Magazine）

シスコとしては、そのテレプレゼンスシステムを、ユニファ

イドコミュニケーションアーキテクチャーの一コンポーネント

として位置づけることにより、現在言われている、テレビ会

議を扱うにあたっての難しい課題などを解決したいと考え

ている。シスコが言うユニファイドコミュニケーションは、IP電

話、テキストメッセージング、アプリケーションコラボレーショ

ン、デスクトップテレビ会議システムなどが含まれるという。

（情報出典：IDG CIO Magazine） 

シスコが考えているテレプレゼンスシステムは、企業のユ

ニファイドコミュニケーション環境で使われることになるが、

当初はとしては、デスクトップでの使用を想定しているという

わけではなく、企業の役員室やテレビ会議システムを組み

込んだ専用の会議室を想定したシステムとなるだろうと、プ

ロクター氏は説明する。（情報参照：IDG CIO Magazine） 

「たとえば、Scientific-Atlanta 社から提供されているセッ

トトップボックスの技術は、企業から注目、関心をいただい

ている。ユーザー企業は、社内トレーニングなどにおいて、

信頼性の高い、廉価な、使い勝手のよいテレビ会議システ

ムを求めている。」と、シスコの上級担当バイスプレジデント

兼最高開発担当執行責任者（CDO）チャールス・ギアンカ

ルロ氏は言う。（情報出典：IDG CIO Magazine）

シスコの事業開発担当マネージャーのジョニーブレイク

スリー氏によると、Cisco Video Management System は、す

でにシスコユーザー企業で設置され稼働しているという。

Cisco Video Management System は、企業向けにビデオコ

ンテンツを IP ネットワークやウェブを通して配信したりするこ

とが出来るようにしたシステムで、シスコが提供しているソフ

トウエア上にシステムが構築され、ビデオコンテンツの配信

とともに、ユーザーインターフェイスのカスタマイズを行える

ようなツールを企業ユーザーに提供している。（情報出典：

IDG CIO Magazine） 

■Videoconferencing Insight ニュース(2006 年

3 月 22 日-27 日号掲載分)： 

シスコは、映像コミュニケーションを企業で使わ

れる音声、メール、そしてインスタントメッセー

ジングに織り込むことによりコラボレーション

ソリューションの強化を図る。シスコのユニファ

イドコミュニケーション強化の一環。 

「人々の間で行われるインタラクションの大多数は、今後映

像コミュニケーションによって行われるであろう。」というのは、

シスコの社長兼 CEO ジョンチェインバース氏。チェインバー

ス氏は、3 月 24 日にサンディエゴで開催された Cisco Partner

Summit Conference の基調講演で聴衆の前でそのように述べ

た。 

シスコの幹部は、今後映像コミュニケーションがベンダーの

技術やチャネルパートナー戦略の中で重要な役割を占める

と今回の Cisco Partner Summit カンファレンスで映像コミュニ

ケーションのメリットについて強く宣伝していた。チェインバー

ス氏によると、今年以降、シスコとしては、ビデオ（映像コミュ

ニケーション）を、企業の音声、メール、インスタントメッセージ

ングに“織り込んでいく”ことによって、それは同社が進めるユ

ニファイドコミュニケーション戦略の一環として、コラボレーショ

ンソリューションの強化を図っていきたいとのこと。（情報出

典：Computer Reseller News CRN 2006 年 3 月 27 日号） 

シスコが目指す今回の戦略の基礎となるところは、同社が

展開するユニファイドコミュニケーションの製品ラインナップの

強化だ。そのラインナップには、2006 年 3 月に北米で発表さ

れた、SIP を標準サポート、プレゼンス機能の提供、人の移動

にフォーカスしたソリューションの強化、サードパーティの SIP

ベースの IP 電話などのサポートが含まれるという。 

基調講演でチェインバース氏は、映像コミュニケーション

機能を電話にドラッグ＆ドロップで追加する機能やアドホック

の会議を行ったり、ドキュメント資料に共同作業を行ったり、

各種コミュニケーション機能のデモンストレーションも披露し

た。 

同じくその基調講演で、シスコ上級担当バイスプレジデン

ト兼最高開発担当執行責任者（CDO）チャールス・ギアンカ
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ルロ氏が、今後数年でシスコは、ビデオカンパニーを目指

す。と発表した。（情報出典：Computer Reseller News CRN

2006  年 3 月 27  日号）

チェインバース氏とギアンカルロ氏が示したのは、今まで

のテレビ会議に対するパラダイムを根本から変えるというこ

とだ。テレビ会議システムで、高解像度で高品質のライフサ

イズの映像や音声を提供する。そういった高品質なシステ

ムを役員室などに設置して、相手の表情がよく見え、さらに

音声が相手の部屋のどこから聞こえてきているのかが判別

できるくらいのシステムを実現する。つまり、それは、そのテ

レビ会議の参加者が、全員同じ部屋にあるテーブルに座っ

て議論しているかのようなバーチャルな状況を作り出すとい

うことだ。チェインバース氏が言うには、「既に我々のいくつ

かの顧客に見せたが、“欲しい”、と言ってくれた。」（情報

出典：Computer Reseller News CRN 2006 年 3 月 27 日号）

先月、“ビック”と呼ばれるシスコ本社建物内にある会議室

で、正式には未発表の“テレプレゼンスシステム”の内覧会

が行われた。その会議室では、３台の６５インチの高解像度

（ハイデフィニション）のスクリーンが、テーブルを囲む。

スクリーンはそれぞれ横に整列させるというよりは、離れ

て設置されており、それぞれのスクリーンの頭には目立た

ないようにカメラが付いていた。また、その映像や音声のデ

ーターはブロードバンドのネットワークを通してシスコのル

ーターが処理するというネットワーク構成だった。 

このデモンストレーションのために、シスコの社員がそれ

どこかの会議室が対向でネットワーク経由によって接続し

た。それぞれの対向の会議室は同じ室内セッティング、つ

まり、半分に切ったような会議室テーブルをお互いの会議

室に設置、お互いの顔がスクリーンに表示される。テーブ

ルとスクリーンの位置関係をうまく調整することにより、同じ

会議室のようなバーチャルな雰囲気を完璧に作り出す。こ

のシステムが実現しようとしている効果は、お互いが相当離

れた距離にあったとしても、ひとつのリアルっぽい会議が実

際にリアルタイムで行うことが可能だということだ。 

（Cisco plans its home invasion－Newsweek 2006 年 3 月 20

日号） 

チェインバース氏によると、ユニファイドコミュニケーション

事業はすでにシスコ事業全体の 10％になっているという。同

氏によると、次の 5 年で 30％から 45％に引き上げたいと考え

ている。シスコとしては、業務プロセスを合理化するにあたっ

て、ネットワーク上でのコンバージェンス（映像、音声、データ

の統合）を活用できるのか、についての戦略とそれにより展開

する事業に力を入れる。チェインバース氏は、「コンバージェ

ンスを実現したネットワークは、ビジネス自体を根本から変え

事業を拡大する力を持っているのだ。」と今後の戦略を熱く

語った。（情報出典：Computer Reseller News CRN 2006 年 3

月 27 日号）

シスコとしては、これらの事業を自社だけで実現しようとは

考えていない。技術パートナーとの提携と協力によって、この

シスコの“イノベーションエンジン”を動かしていきたいとチェ

インバース氏は言う。「企業とのパートナー提携というのは企

業を買収するということよりも非常に難しいことだ。イノベーシ

ョンとは、自分で行うことと、他の人達とチームで行うことをどう

組み合わせていくかが重要だ。さらに、パートナー提携を組

むという強い意志と勇気も欠かすことのできない要素だ。」

（情報出典：Computer Reseller News CRN 2006 年 3 月 27 日

号） 

Videoconferencing Insight： 

http://www.vcinsight.com 

ショートニュース項目

◆ポリコムジャパン株式会社（東京都千代田区）の発表による

と、同社の VoIP ハンドセット電話機「SoundStation IP シリー

ズ」と VoIP 音声会議システム「SoundStation IP4000」が Nortel

社の IP テレフォニープラットフォームである、Multimedia

Communication Server（MCS）5100 及び 5200 との互換性が

認定された。今回の認定によって MCS 環境下での簡単な導
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入と管理の効率化を実現でき、ユーザーの選択肢の幅が

広がり VoIP への移行が容易になると同社では見る。今回

の互換性のテストは、会議、転送、不在転送、発信者番号

表示、メッセージランプ、コーデックの変換、DTMF、ファイ

アーウォールのトラバーサル、保留／解除などの重要性の

高い機能を対象に行われた。 

◆東京都町田市は、4 月 13 日より株式会社ギンガネット

（大阪府大阪市）の IP テレビ電話「ギンガネット電話」を活

用した“テレビ電話窓口”を町田市役所と堺市民センター

の支所に開設。市庁舎の税務部市民税課、市民部国保年

金課、健康福祉部恒例福祉課と、堺市民センターの支所

をテレビ電話で接続し、税金や福祉について本庁舎の専

門の職員が市民からの相談に対応する。市民は本庁舎へ

出かけなくても、近所の支所で本庁舎の担当課に直接テレ

ビ電話で接続、相談できるようになる。書類の書き方等もテ

レビ電話を見ながら説明を受けられるようになった。行政サ

ービスの向上の一環として行う。 

インタビュー特集

International Multimedia Telecommunications 


Consortium (IMTC) 


IMTC マーケティング担当 

バイスプレジデント

Mitch Lewis 氏

(Vice President, Marketing and 
Product Management, Dilithium Networks Inc. ) 

聞き手：CNA レポート・ジャパン 編集長橋本啓介

橋本：まずは、IMTC のミッションや役割について

教えてください。 

Lewis 氏:IMTC(International Multimedia 

Telecommunications Consortium)は世界 70 に及ぶ企業など

が参画する非営利団体です。ミッションはオープンな規格に

準拠し相互に接続できるマルチメディア会議ソリューション—

特に国際電気通信連合（ITU）や他の標準化団体に採択され

たマルチメディア会議規格—の開発・実装の為の環境を整え

普及を促進する事です。その他 IMTC はメンバーや参画企

業、メディアや一般の方々に向けて信頼できる遠隔会議関連

情報を発信しています。 

橋本：通信機器間の相互接続（Interoperability）の課題

はどうして重要なのでしょうか。 

Lewis 氏:相互に接続できると言う事が、ユーザーが標準準

拠のマルチメディア通信ソリューションを利用して日常の仕事

や娯楽の会話・コミュニケーションをする場合に必須だからで

す。

橋本：IMTCの活動について教えてください。 

Lewis 氏:IMTC の重要な活動には次のものがあります：標準

規格準拠の会議システム商品やサービス間の相互接続性テ

ストの支援と実施、メンバーによる標準化委員会へ追加提案

を可能とするの情報交換の場の提供、業界全体の協調を通

じてマルチメディア会議製品やサービスの相互接続性と利便

性の強化です。 

橋本：IMTC 以外には、ITU-T や IETF などの組織があり

ますが、それらの組織との関係とその中での IMTC の役

割について教えてください。 

Lewis 氏:IMTC はメディアリッチなリアルタイム通信の普及に

専念し、国際規格に準拠した製品とサービスの相互接続性

を促進しています。主に次の標準化団体:ETSI, IEEE, IETF,
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ISO/IEC, ITU-T, TIA, 3GPP や W3C と強調して活動して

います。 

IMTC 自身は標準化団体ではありません。メンバーは標

準化活動や相互接続性のフォーラム、ワークショップや実

験に参加し、規格やレコメンデーション策定の為に接続性

テストで分かった事や追加規格案を検討事項として提案し

ています。 

橋本：IMTC には、ある技術的なテーマに基づいていく

つかのアクティビティーグループがありますが、こち

らではどのような活動をされているのでしょうか。 

Lewis氏:IMTC は IMTC フォーラムを毎年開催しています。

今年はノキア社の協賛を得てカリフォルニア州サンディエ

ゴで行われ、世界のリーダカンパニーやエグゼキュティブ

がどの様な新世代マルチメディア通信システムとプロトコル

を開発して行くかを探求します。この他 IMTC は次の様に

相互接続性テストを計画的に率先して実行しています。

3G-324M アクティビティーグループ相互接続性テスト

2 月(2006 年) 

スプリング相互接続性テスト 

４月(2006 年) 

  IMTC  フォーラム

５月(2006 年) 

スーパーオップ相互接続性テスト

９月(2006 年) 

現在のアクティブティーグループ（AG: Activity Group）

は以下のようなものがあります。 

3G-324M AG: H.323, 3G-324M(TS26.111, TS26.110, 

TR26.911)準拠のリアルタイムビデオ電話の相互接続性テ

ストを行っています。現在のグループの注目点は3G-324M

端末間の相互接続性テストです。 

会議相互接続性 AG: IMTC メンバー会社に対して H.323,

CNA Report Japan 

セキュリティ, サービス品質、その他の共通事項の為のリソー

ス確保や協調する場としてのフォーラムを提供しています。こ

の AG は会議、ビデオ、多地点などを含むマルチメディア通

信の応用に焦点を当てています。

メディアプロセスッシング AG: ITU-T, ETSI, 3GPP や

ISO/IEC JTC1 委員会が策定しているメディア符号化領域で

活発に活動する標準技術開発組織と緊密な連絡を取りなが

ら活動を行っています。この AG の役割はこうした標準化の支

援にあります。もし標準技術開発組織が必要とされるメディア

符号標準規格を配信できない場合には、この AG が代わって

これらの標準規格を策定する事になるでしょう。 

PSS(Packet Switch Streaming) AG: 3GPP(TS 26.233 、

TS26.234 と TS26.244)と 3GPP2(C.P0046 と C.S0050)からの

技術仕様に基づいたパケット交換ストリーミングサービスに関

する相互接続性テストの実施を行っている。テスト活動には

無線ネットワークを使ったマルチメディアコンテンツ作成・配

信・再生/利用も含まれています。

SIP(Session Initiation Protocol) AG : IMTC メンバー会社に対

して Session Initiation Protocol(SIP)の共通の課題の為のリソ

ース確保や協調する場としてのフォーラムを提供しています。

SIP AG は会議、ビデオ、多地点など VoIP 電話を超えて

（VoIP 相互接続性も活動範囲に含まれる）マルチメディア通

信の応用に焦点を当てています。

橋本：IMTC のメンバー企業について教えてください。

どういった企業が参加しているとか、メンバーになるメ

リットとか、などです。 

Lewis 氏:IMTC 加盟によりその組織の商品が相互接続性テ

ストプロセスに乗る事になります。 

加盟組織・会社がリソースを合わせて共通の課題に取組む

事により IMTC メンバーは次の多数のメリット他を得ることがで

きます。 
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（１）標準に関連するデーターや方向性を早期に入手で

きる。（２）IMTC の重要な技術規格・推薦に提案をしたり承

認をしたりできる。（３）技術的な相互接続性テストに参加し、

標準規格準拠の商品を早期に市場導入できる。（４）IMTC

加盟他メンバーが開発中商品の知識を得る。（５）IMTC が

協賛するマーケティングや教育プログラムを通じて業界や

メディアでの認知度を向上できる、などがあります。

現 IMTC メンバー： 

カナダ －ATI Technologies Inc. 

－Convedia Corporation 

中国 －Huawei Technologies Co., Ltd 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ －Hantro Products Oy 

フランス －Alcatel 

－France Telecom 

ドイツ －Comneon GmbH & Co. OHG 

－Fraunhofer Institute Integrierte Schaltunger 

－Siemens AG 

－Toshiba Electronics Europe 

インド －Sasken Communication Technology 

イスラエル －Mobixell Networks Inc. 

－Ximpo 

イタリア －Aethra Telecomunicazioni 

－STMicroelectronics S.r.l. 

－Telecom Italia s.p.a. 

－TILAB 

日本 －シャープ 

－ソニー 

オランダ －European Patent Office 

－Philips Electronics 

ノルウェー －TANDBERG Telecom AS 

－Telenor AS 

韓国 －Mcubeworks, Inc. 

－Mtekvision Co., Ltd. 

－Nextreaming Corporation 

－OnTimeTek, Inc. 

－Samsung Electronics Co., Ltd. 

スエーデン －Ericsson 

－Sony Ericsson Mobile Communications AB 

台湾 －High Tech Computer Corporation 

－Leadtek Research, Inc. 

英国 －TTPCom Ltd. 

－Vodafone Group PLC 

米国 －Apple Computer, Inc. 

－Cisco Systems, Inc. 

－Dilithium Networks 

－Emuzed, Inc. 

－Glowpoint 

－Ixia 

－LifeSize Communications 

－LogicaCMG 

－Motorola, Inc. 

－NexTone Communications, Inc. 

－NMS Communications 

－Nokia Corporation 

－NVIDIA Corporation 

－PacketVideo 

－Panasonic Mobile Communication 

－Polycom, Inc. 

－Qualcomm, Inc. 

－RADVISION, Inc. 

－RealNetworks 

－SKY MobileMedia 

－Sorenson Media, Inc. 

－Texas Instruments, Inc. 

－Vidiator Technology (US), Inc. 

IMTC ボードメンバー： 

NMS Communications, Tandberg, France Telecom, LifeSize, 

Ericsson, Sony, Dilithium Network, Ximpo Group Ltd., Cisco, 

Radvision, Polycom Inc., Siemens, Nokia, and RealNetworks. 

IMTC とリエゾン関係を持っている組織： 

-3rd Generation Partnership Project (3GPP) 

-3GPP TSG SA WG4 (Codec) 

-DSL Forum 

-European Telecommunications Standards Institute (ETSI) 

-ETSI TISPAN 

-GSM 

-HATS 

-ISMA 

-SO/IEC JTC1 SC29 

-ISO/IEC JTC1 SC29 WG1 (JPEG) 

-ISO/IEC JTC1 SC29 WG11 (MPEG) 

-International Telecommunication Union 

Standardization Sector (ITU-T) 

-ITU-T SG 16 

-MPEG-4 Industry Forum (M4IF) 

-Telecommunications Industry Association (TIA) 
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-Telecommunication Technology Committee (TTC) 

橋本：最近 H.325 の話題を聞かれるようになってきま

した。このH.325 は、H.323 や SIP を超える次世代の

プロトコルになっていくのでしょうか？

Lewis 氏 :H.325  は 次 世 代 ネ ッ ト ワ ー ク (NGN: Next  

Generation Network)技術に関係していますが、その新技

術は議論をしている最中です。H.325 という規格番号は技

術内容が決まる以前に取得された物です。

橋本：それ以外に標準化関係で話題になっていること

はどのようなことがありますか。 

Lewis 氏:回線交換とパケットネットワーク間、ブロードバン

ドと 3G ネットワーク間、異なる端末やハンドセット間、これら

のネットワークでの複数サービスのシームレスな動作に相

互接続性の課題があります。

こうした相互接続性の課題が今日のコンスーマ機器と同

様にエンドユーザにきちんと知らされている必要があり、重

要な課題です。ユーザーは同じマルチメディアサービスを

いつでもどんなネットワークでも固定回線や様々なタイプの

モバイル機器によらず使えるべきです。 

橋本：アジア太平洋地域での今後の IMTC の予定など

がありましたらお話いただけますか。 

Lewis 氏: IMTC はアジア地域で最初となる IMTC Forum

2007 開催を検討しています。 

橋本：最後にCNA レポート・ジャパンの読者にコメン

トがありましたらよろしくお願い致します。IMTC へ参

加について興味がある方もいらっしゃるかもしれませ

ん。 

Lewis 氏: IMTC 加盟はあらゆる団体にオープンです。例

えばインターネットアプリケーション開発会社、サービスプロ

バイダ、遠隔会議器機やソフトウエア作成会社、通信サー

ビスプロバイダ、ビデオ会議プロバイダ、エンドユーザ、教

育機関、政府機関、非営利団体などです。

非営利団体である IMTC メンバーとなる為の資格条件は次

の通りです：営利団体、非営利団体、政府組織、教育機関、

その他の団体であって IMTC の目的とポリシー及びプロセス

を支援する事がメンバー加盟資格条件をみたします。 

【連絡先】
Mitch Lewis, marketing@IMTC.org 

IMTC Secretary, secretary@imtc.org 
IMTC, Inc. 
Bishop Ranch 6, 
2400 Camino Ramon, Suite 375 
San Ramon, CA 94583 
Phone: +1.925.275.6600 
Fax: +1.925.275.6691 

IMTC http://www.imtc.org/ 

編集後記
４月１９日から２１日までドイツのベルリンで米 Wainhouse 

Research の The WR European Forum 2006 の、３日間のカン

ファレンスが開催されています。 

現地から今先ほど入ってきた連絡によりますと立ち見がで

る程の盛況で 200 名程がカンファレンスに参加しているそうで

す。テーマはやはりユニファイドコミュニケーション。私も是非

参加したかったですね。やはり現地に行ってみないとわから

ない雰囲気などがありますので。 

http://www.wainhouse.com/berlin/ 

ユニファイドコミュニケーションを目指して通信機器メーカ

ー、ソフトウエア企業、会議システムメーカーなどが提携や統

合ソリューションなどを繰り広げていく今年は本格化の初年に

なるのではないかと思います。 

また、シスコは今年の後半に会議室用の大型のテレビ会議

システムを発表するようですが、これは３年くらい前に出てき

た米 TeleSuite 社や最近発表されたヒューレットパッカード社

の Halo システムなどに続くものではないかと思います。 

これらの動きは、会議システムとして見た場合、テレビ会議

システムの新たなマーケットセグメントを確立していこうとする

動きでもあると思います。 

こういった動きがテレビ会議システム市場にどのようなイン

パクトがあるのか、ユニファイドコミュニケーションからの視点と

合わせ、興味深い視点かと思っています。

今号お読み頂有り難うございました。次号もよろしくお願い

致します。いつもありがとうございます。

編集長 橋本啓介
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